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〈
大
会
発
表
要
旨
〉

◆
宮
尾
正
樹
　
海
子
か
ら
余
秀
華
へ
―

（
極
）
私
的
体
験
的
あ
る
い
は
「
摇
摇
晃
晃
」

的
詩
論

本
発
表
は
最
終
講
義
的
性
格
も
帯
び
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
・
教
育
実
践
を

簡
単
に
振
り
返
っ
た
後
、
こ
の
数
年
学
生
た
ち

と
近
現
代
詩
を
読
ん
で
き
て
感
じ
た
、
体
験
的

読
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
主
と

し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
ご
ろ
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
社
会
現
象
的
な

人
気
を
博
し
た
、「
穿
过
大
半
个
中
国
去
睡
你
」

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
余
秀
華
（
一
九
七
六

〜
）
の
作
品
で
あ
り
、
朦
朧
詩
の
掉
尾
を
飾

る
早
熟
夭
折
の
詩
人
海
子
（
一
九
六
四
〜

一
九
八
九
）
を
参
照
し
た
。
余
秀
華
は
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
女
、
農
民
、
詩
人
」、

し
か
も
こ
の
順
序
で
、
と
規
定
す
る
が
、
本
発

表
に
お
い
て
は
、
脳
性
麻
痺
の
障
害
を
持
つ
身

体
と
精
神
に
見
え
る
だ
ろ
う
物
に
つ
い
て
、
彼

女
を
語
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
、
彼
女
自
身
も
詩

集
の
タ
イ
ト
ル
に
使
用
す
る
「
摇
摇
晃
晃
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
そ
れ
が
自
分
自
身
に
つ

い
て
の
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
女
の
目
に

映
る
世
界
の
あ
り
方
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
身
体
の
自
由
が
効
か
な
く
な
っ
た
読
者

（
発
表
者
）
は
そ
の
よ
う
な
見
え
方
に
共
感
／

誤
読
し
て
、「
私
」
も
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
、
世
界

も
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
、
す
べ
て
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ

て
い
る
と
見
え
る
こ
と
に
救
い
の
よ
う
な
も
の

を
感
ず
る
と
述
べ
た
。
蛇
足
と
し
て
、
近
現
代

詩
を
渉
猟
す
る
授
業
に
お
い
て
、
立
ち
上
る
暗

闇
に
包
ま
れ
て
自
殺
と
い
う
方
法
を
選
択
し
た

海
子
で
は
な
く
、
選
択
の
余
地
な
く
与
え
ら
れ

た
身
体
で
、
選
択
の
余
地
な
く
生
き
る
こ
と
を

表
明
す
る
余
秀
華
に
、
最
後
に
た
ど
り
着
い
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
述
べ
た
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
富
嘉
吟
　『
川
文
粋
』
に
つ
い
て
　『
文
苑

英
華
』
は
『
文
選
』
の
後
を
継
ぐ
べ
く
、
北
宋

初
年
に
編
纂
さ
れ
た
千
巻
の
規
模
を
有
す
る
一

大
総
集
で
あ
る
。
そ
の
校
記
及
び
『
弁
証
』
は

南
宋
の
編
纂
で
あ
る
が
、
当
時
ま
だ
存
在
し
て

い
た
刊
本
や
写
本
を
用
い
て
お
り
、
様
々
な
異

文
や
散
佚
書
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
発
表
は
、『
文
苑
英
華
』
校
記
に
収
録
さ
れ

て
い
る
『
川
文
粋
』
と
い
う
散
佚
書
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

考
察
に
よ
っ
て
、『
川
文
粋
』
は
眉
山
の
成

午
が
『
唐
文
粋
』
を
も
と
に
、
収
録
作
者
と
収

録
作
品
を
増
や
し
て
編
纂
す
る
『
唐
三
百
家
名

賢
文
粹
』
の
別
称
で
あ
り
、
校
記
よ
り
や
や
早

く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
劉
克
荘
の
序
文
が

つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
書
估
が
売

上
を
伸
ば
す
た
め
に
偽
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
川
文
粹
』
は
南
宋
以
降
に
早
く
散
佚
し
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、『
文
苑
英
華
』
校
記
に
よ
っ

て
そ
の
一
部
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
川
文
粹
』
の
成
立
は
、
四
川
地
域
の
書
籍

印
刷
業
の
発
達
を
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
蜀
刻
『
唐
六
十
家
集
』
を
代
表
と
し
て
、

数
多
く
の
唐
人
詩
文
集
が
四
川
辺
り
に
伝
え
て

い
る
こ
と
は
、『
川
文
粹
』
の
編
纂
を
支
え
る

も
っ
と
も
大
事
な
条
件
と
言
え
る
。

◆
趙
美
子
　
曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て

「
遊
仙
詩
」
と
は
、
神
仙
世
界
を
描
く
詩
の

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い

て
、
先
行
研
究
で
は
ほ
ぼ
俗
世
を
離
れ
た
趣
を

表
す
よ
り
、
神
仙
世
界
へ
の
憧
れ
を
描
く
こ
と
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お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
一
号

で
現
実
世
界
へ
の
不
満
な
ど
を
表
す
と
い
う
ふ

う
に
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
仙
に
対
す

る
曹
植
の
態
度
、
ま
た
具
体
的
な
詩
の
制
作
時

期
に
つ
い
て
、
各
研
究
の
意
見
は
一
致
し
て
い

な
い
。
本
発
表
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
こ
れ

ら
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
以
下

の
二
つ
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。
一
つ
め
は
、

遊
仙
詩
を
含
む
各
時
期
の
作
品
を
比
べ
て
み
る

と
、
時
と
共
に
神
仙
に
対
す
る
曹
植
の
態
度
に

は
「
信
じ
な
い
」
か
ら
「
憧
れ
る
」
へ
の
変
化

が
見
ら
れ
る
。
二
つ
め
は
、
遊
仙
詩
に
黄
帝
の

死
に
関
わ
る
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
用
い
る
こ
と

か
ら
、
亡
き
文
帝
曹
丕
へ
の
偲
び
が
読
み
取
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
曹
植
は
曹
丕
の
死
を
き
っ
か

け
に
、
神
仙
世
界
に
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
泰
田
利
栄
子
　
周
興
嗣
研
究
―
博
士
論
文

に
向
け
て
の
進
捗
報
告
―
　
梁
の
文
人
、
周
興

嗣
は
、
梁
武
帝
の
命
で
『
千
字
文
』
を
撰
述
し

た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
人
物
研

究
に
つ
い
て
は
未
だ
充
分
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
。
そ
こ
で
、
周
興
嗣
に
関
す
る
先
行
研
究
と

①
史
書
②
贈
答
詩
③
『
尚
書
故
実
』
等
の
史

料
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
読
み
解
く
こ
と
で
人

物
研
究
の
歩
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
周

興
嗣
研
究
の
対
象
と
な
る
文
献
を
確
認
し
た
上

で
、
①
史
書
に
見
え
る
周
興
嗣
像
②
呉
均
と

の
贈
答
詩
の
や
り
取
り
に
見
え
る
周
興
嗣
像
③

『
尚
書
故
実
』
等
の
逸
話
に
見
え
る
周
興
嗣
像

を
整
理
す
る
。
①
か
ら
は
、
周
興
嗣
が
『
千
字

文
』
を
撰
述
し
た
の
は
五
〇
八
年
十
月
以
降
か

ら
五
一
○
年
に
新
安
郡
に
転
出
す
る
ま
で
で
、

『
千
字
文
』
以
前
に
持
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
②
か
ら
は
、
始
め
は
親
密
だ
っ
た

が
、
最
終
的
に
呉
均
と
の
関
係
に
歪
み
が
生
じ

た
こ
と
や
、
若
き
日
の
周
興
嗣
の
姿
が
伺
え

る
。
③
周
興
嗣
の
逸
話
・
記
録
を
三
種
類
に
分

け
、
各
類
型
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
、
そ
の
人
物
像
を
検
討
す
る
。
例
会
で
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
博
士
論
文
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
行
っ
た
。

◆
王
芸
嬛
　
非
量
詞
用
法
の″
个
〞
と
〝
一
〞
の

共
起
に
関
す
る
一
考
察
―
―
〝
个
＋
Ｎ
Ｐ
〞
形
式

を
中
心
に
　
本
発
表
で
は
、
中
国
語
に
お
け
る

汎
用
量
詞
〝
个
ｇ
ｅ
〞
の
非
計
数
機
能
を
考
察

し
、
そ
の
〝
个
ｇ
ｅ
〞
と
数
詞
〝
一
〞
と
の
共

起
条
件
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。〝
个
ｇ
ｅ
〞

に
関
す
る
研
究
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中

で
、
非
計
数
で
用
い
ら
れ
る
〝
个
ｇ
ｅ
〞
に
関

す
る
考
察
は
新
し
い
視
点
と
し
て
、
こ
こ
数
年

で
注
目
を
集
め
る
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
は
特

に
、
非
計
数
で
用
い
ら
れ
る
〝
个
ｇ
ｅ
〞
構
文

の
う
ち
、「
動
詞
＋
〝
个
ｇ
ｅ
〞
＋
Ｎ
Ｐ
」
構

文
及
び
「
人
称
代
名
詞
＋
〝
个
ｇ
ｅ
〞
＋
Ｎ
Ｐ
」

構
文
に
注
目
し
、
実
例
分
析
を
行
っ
た
。
具
体

的
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、〝
个
ｇ
ｅ
〞
の
非
計
数
機
能
に
関
す

る
先
行
研
究
を
簡
単
に
ま
と
め
た
う
え
で
、
問

題
を
提
起
し
た
。

次
に
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

〝
个
ｇ
ｅ
〞
の
非
計
数
機
能
を
再
検
討
し
た
う

え
で
、
非
計
数
機
能
を
表
す
〝
个
ｇ
ｅ
〞
の
定

義
を
明
確
に
し
た
。

さ
ら
に
、
上
述
の
二
つ
の
構
文
を
そ
れ
ぞ

れ
考
察
し
、
文
に
含
ま
れ
る
含
意
関
係
と
数
詞

〝
一
〞
の
共
起
可
否
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
た
。

◆
李
夢
雨
　
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
異
な

る
道
へ
―
閻
連
科
の
「
神
実
主
義
」　
閻
連
科

（
え
ん
れ
ん
か
）
は
、
莫
言
の
次
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
の
有
力
候
補
と
し
て
、
こ
こ
数
年
注
目

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
彼
は
「
禁
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書
作
家
」、「
最
も
争
議
の
多
い
作
家
」
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
中
国
の
評
論
界
で
は
常
に
彼
を

中
国
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
と
評
価
し
て

い
る
が
、
彼
は
そ
れ
を
否
定
し
、
現
在
の
作
品

を
「
神
実
主
義
」
と
名
付
け
て
提
唱
し
た
。

近
年
、
閻
連
科
と
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
の

関
連
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
者
が
検
証
し
て
い

た
。
し
か
し
、
彼
の
「
神
実
主
義
」
と
「
魔
術

的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
研
究
者
が
両
者
の
「
異
」
に
注
目
し
、

両
者
の
「
同
」
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
閻
連
科
の
作
品
に
現
れ
る
「
神

実
主
義
」
の
形
成
経
緯
を
究
明
し
、
ま
た
具
体

の
テ
キ
ス
ト
を
分
析
し
、「
神
実
主
義
」
の
イ

メ
ー
ジ
表
現
と
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
の
作
品

の
イ
メ
ー
ジ
表
現
を
比
較
す
る
。
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、「
神
実
主
義
」
と
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ

ム
の
複
雑
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

〈
博
士
論
文
要
旨
〉

◆
石
井
洋
美
　
葉
霊
鳳
作
品
の
比
較
文
学
的

研
究
―
フ
ロ
イ
ト
精
神
分
析
と
西
洋
文
学
作
品

の
影
響
を
中
心
に
―
　
本
研
究
は
葉
霊
鳳
が

一
九
二
四
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
の
約
十
五

年
間
に
書
い
た
小
説
を
対
象
と
し
、
膨
大
な
量

の
読
書
を
通
じ
て
彼
が
受
け
た
西
洋
の
学
問
、

思
潮
、
文
学
作
品
か
ら
の
影
響
が
作
品
の
中
に

ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
を
見
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
四
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
で
は
フ
ロ

イ
ト
精
神
分
析
の
作
品
へ
の
応
用
の
し
か
た
を

見
た
。
第
二
章
で
は
夢
を
描
い
た
作
品
の
一
つ

で
あ
る
「
鳩
緑
媚
」
を
取
り
上
げ
、
ア
ン
ド

レ
・
ジ
ッ
ド
の
『
贋
金
つ
く
り
』
な
ど
か
ら
示

唆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ミ
ザ
ナ
ビ
ー
ム
と
い

う
技
法
の
応
用
の
し
か
た
と
効
果
を
見
る
と
と

も
に
、
主
人
公
の
夢
を
通
じ
て
吐
露
さ
れ
た
葉

自
身
の
願
望
に
つ
い
て
論
じ
た
。
第
三
章
で
は

葉
が
描
い
た
男
女
の
あ
り
よ
う
を
通
し
て
、
葉

の
女
性
観
が
、
彼
が
属
す
る
と
さ
れ
る
中
国
新

感
覚
派
の
劉
吶
鷗
や
穆
時
英
の
女
性
観
と
は
異

な
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
『
椿
姫
』
か
ら
葉
が
受
け

た
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
四
章
で

は
「
麗
麗
斯
」
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の

「
リ
リ
ト
の
娘
」
の
テ
ク
ス
ト
及
び
内
容
を
比

較
し
、
こ
の
作
品
が
「
リ
リ
ト
の
娘
」
を
下
敷

き
に
し
て
一
九
三
〇
年
代
の
上
海
に
生
き
る
女

性
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

◆
王
芸
嬛
　
中
国
語
に
お
け
る
因
果
関
係
を

表
す
複
文
に
関
す
る
研
究
〜
説
明
因
果
文
、
反

事
実
仮
定
文
及
び
疑
念
を
表
す
推
論
文
を
中
心

に
〜
　
本
研
究
は
、
中
国
語
に
お
け
る
因
果
関

係
を
表
す
三
種
類
の
複
文
を
取
り
上
げ
、
情
報

構
造
及
び
情
報
構
造
の
変
異
に
つ
い
て
論
じ
る

も
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
三
種
類
の
複
文
と

は
、
説
明
因
果
複
文
〝
因
为
〞
文
、
推
論
因
果

複
文
〝
既
然
〞
文
及
び
仮
定
を
表
す
〝
如
果
〞

文
で
あ
る
。

　
第
1
章
で
中
国
の
複
文
に
関
す
る
先
行
研
究

と
、
分
析
に
使
う
焦
点
や
前
提
の
概
念
を
ま
と

め
た
。
第
2
章
で
は
、〝
因
为
〞
文
を
取
り
上

げ
、
原
因
節
が
焦
点
化
さ
れ
る
時
に
は
、
話
し

手
が
原
因
節
を
対
比
的
焦
点
と
し
て
認
識
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
3
章
で
は
、

反
事
実
を
表
す
〝
如
果
〞
文
に
つ
い
て
考
察
し
、

否
定
に
よ
る
前
提
判
断
テ
ス
ト
に
よ
り
、
仮
定

節
の
内
容
が
偽
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

（
ｉ
）
類
、
仮
定
節
の
内
容
が
偽
で
あ
る
こ
と

が
焦
点
で
あ
る
（
ⅱ
）
類
、
主
節
の
内
容
が
焦

点
と
な
る
（
ⅲ
）
類
に
分
か
れ
、
こ
の
情
報
構
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造
の
違
い
が
、
原
因
節
の
焦
点
化
さ
れ
た
〝
因

为
〞
文
と
の
交
換
可
能
性
を
決
定
す
る
こ
と
を

主
張
し
た
。
第
4
章
で
は
、
疑
念
を
表
す
〝
既

然
〞
文
を
取
り
上
げ
、
疑
念
を
表
さ
な
い
一
般

〝
既
然
〞
文
と
は
、
前
提
と
焦
点
の
位
置
が
異

な
る
こ
と
を
判
明
し
た
。

◆
胡
潁
芝
　
漱
石
の
「
向
う
側
」
か
ら
晩
年

の
「
則
天
去
私
」
へ
―
東
洋
思
想
と
の
関
わ
り

を
中
心
に
　
本
論
文
は
、
近
代
の
代
表
的
な
作

家
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）
を
研

究
対
象
に
し
、「
向
う
側
」
と
い
う
、
漱
石
の

現
実
逃
避
の
傾
向
に
密
接
す
る
モ
チ
ー
フ
を
手

が
か
り
と
し
て
、
そ
の
文
学
と
思
想
に
お
け
る

東
洋
思
想
、
と
り
わ
け
道
家
思
想
の
影
響
を
論

じ
て
お
り
、
晩
年
の
「
則
天
去
私
」
思
想
の

形
成
に
つ
い
て
究
明
し
た
。
と
く
に
、
漱
石

の
「
則
天
去
私
」
は
晩
年
に
突
然
現
れ
た
考
え

方
で
は
な
く
、
若
い
と
き
か
ら
持
っ
て
い
る
、

「
万
化
と
冥
合
」
す
る
絶
対
の
道
へ
の
憧
れ
か

ら
発
展
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
し

か
も
、
漱
石
の
東
洋
思
想
の
受
容
は
、
従
来
の

研
究
で
は
、
単
純
に
「
漢
学
素
養
」
と
い
う
角

度
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し

明
治
時
代
の
「
東
洋
哲
学
」
の
形
成
と
い
う
背

景
も
考
慮
す
れ
ば
、
漱
石
の
東
洋
哲
学
と
し
て

の
老
荘
思
想
受
容
を
考
察
す
る
作
業
は
、
漱
石

研
究
に
お
け
る
重
要
な
課
題
だ
け
で
な
く
、
明

治
・
大
正
時
代
の
老
荘
思
想
お
よ
び
東
洋
哲
学

の
受
容
史
を
整
理
す
る
た
め
に
、
そ
の
前
置
き

作
業
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
こ
そ
本
研

究
の
意
義
で
あ
る
。

◆
迫
田
博
子
　
葉
石
濤
作
品
に
お
け
る
文
学

観
の
実
践
　
本
論
文
は
、
台
湾
戦
後
第
一
世
代

作
家
・
葉
石
濤
の
小
説
作
品
を
対
象
と
し
、
作

家
の
標
榜
す
る
文
学
観
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の

文
学
観
を
ど
の
よ
う
に
創
作
に
実
践
、
反
映
し

て
い
る
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
葉
の
文

学
観
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
の
イ
ポ
リ
ッ
ト
・

テ
ー
ヌ
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
と
さ
れ
、
文

学
作
品
を
生
み
出
す
三
大
要
素
と
は
「
種
族
・

風
土
・
歴
史
」
と
説
く
。
本
論
で
は
、
ま
ず
葉

に
お
け
る
テ
ー
ヌ
理
論
の
受
容
の
あ
り
方
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
取
り
あ
げ
た
各
テ
ク
ス
ト

―
―
『
台
湾
男
子
簡
阿
淘
』、「
獄
中
記
」、『
西

拉
雅
末
裔
潘
銀
花
』、「
晴
天
和
陰
天
」
に
み
る

三
要
素
の
実
践
手
法
に
つ
い
て
論
じ
た
。
例
え

ば
「
種
族
」
で
は
、
異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
間
の
差
異
を
相
対
的
に
捉
え
る
描
き
方

が
際
立
つ
、
な
ど
の
特
色
を
有
す
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
葉
は
、
作
品
の
素
材
の
多
く
を
台
湾

固
有
の
「
種
族
・
風
土
・
歴
史
」
に
求
め
、
台

湾
社
会
の
諸
事
象
や
人
々
の
生
の
あ
り
よ
う
を

叙
述
し
て
き
た
が
、
彼
が
自
ら
の
文
学
観
で
意

識
し
続
け
て
き
た
視
座
を
い
か
に
テ
ク
ス
ト
化

し
た
か
を
闡
明
し
た
。

◆
鈴
木
基
子
　
張
愛
玲
『
小
団
円
』
に
み
る

恋
愛
と
結
婚
―
―
伝
記
と
小
説
と
の
比
較
を
通

し
て
―
―
　
本
学
位
論
文
は
張
愛
玲
の
自
伝
的

小
説
『
小
団
円
』
に
み
ら
れ
る
恋
愛
・
結
婚
に

お
け
る
愛
の
観
念
を
通
し
て
、
張
愛
玲
の
実
像

を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
、
及
び
作
品
が
読
者

に
示
唆
し
た
事
項
を
考
察
の
目
標
と
し
た
。

張
愛
玲
・
叔
母
張
茂
淵
・
母
黄
逸
梵
の
事
実

と
推
定
さ
れ
る
伝
記
（
事
象
）
と
、『
小
団
円
』

に
登
場
す
る
盛
九
莉
・
叔
母
盛
楚
娣
・
母
卞
蕊

秋
と
の
類
似
点
と
相
違
点
を
比
較
検
討
す
る
方

法
を
と
っ
た
。

ひ
と
つ
目
の
目
的
で
あ
る
愛
の
観
念
は
「
目

的
が
な
い
愛
こ
そ
本
物
」
で
あ
り
、
報
わ
れ
な

い
事
を
厭
わ
な
い
純
愛
の
形
で
あ
る
。
伝
記
と

小
説
の
比
較
の
結
果
、
愛
の
観
念
は
共
通
し
た

が
、
小
説
は
伝
記
よ
り
も
刺
激
的
で
事
実
を
過
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交
　
　
流

激
に
脚
色
し
て
お
り
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
張
愛
玲
自

身
と
誤
解
さ
れ
る
臨
場
感
が
あ
る
。

ふ
た
つ
目
の
目
的
の
考
察
結
果
は
四
点
あ

る
。
一
、
愛
の
形
は
愛
情
至
上
主
義
。
二
、
宗

族
家
父
長
制
・
一
夫
多
妻
多
妾
制
へ
の
反
発

心
。
三
、
女
性
の
教
育
と
自
立
の
重
要
性
。
四
、

血
の
継
承
へ
の
恐
怖
と
嫌
悪
感
か
ら
く
る
子
孫

継
承
の
否
定
観
。
い
ず
れ
も
二
十
世
紀
初
頭
か

ら
半
ば
に
か
け
て
の
激
動
の
時
代
背
景
の
中

で
、
個
人
・
社
会
の
人
間
関
係
に
も
大
き
な
意

識
の
変
化
が
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
呉
優
美
子
　
岑
参
詩
の
送
別
歌
行
に
つ
い

て
│
│
そ
の
語
り
か
ら
導
か
れ
る
も
の
│
│
　

本
論
文
で
は
、
岑
参
の
五
篇
の
送
別
歌
行
（
①

「
梁
園
歌
送
河
南
王
說
判
官
」、
②
「
走
馬
川
行

奉
送
出
師
西
征
」、
③
「
函
谷
關
歌
送
劉
評
事

使
關
西
」、
④
「
胡
笳
歌
送
顏
眞
卿
使
赴
河
隴
」、

⑤
「
秦
箏
歌
送
外
甥
蕭
正
歸
京
」）
に
み
え
る

人
称
代
名
詞
「
君
」（
あ
る
い
は
「
汝
」）
の

意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
五
首
は
み

な
、
作
品
の
冒
頭
に
「
君
不
見
」・「
君
不
聞
」・

「
汝
不
聞
」
と
い
う
表
現
が
み
え
る
が
、
そ
の

う
ち
③
④
⑤
に
は
末
尾
に
、
詩
題
に
明
記
さ

れ
て
い
る
見
送
る
相
手
を
指
し
示
す
「
君
」
や

「
汝
」
の
語
が
出
現
す
る
。

本
論
文
は
、
作
品
冒
頭
部
の
「
君
不
見
」
と

は
、
従
来
の
無
数
の
作
品
の
創
作
と
受
容
の
な

か
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
感
興
（
た
と
え
ば
時

間
の
推
移
に
対
す
る
慨
嘆
な
ど
）
を
喚
起
す
る

も
の
で
あ
り
、「
君
不
見
」
に
お
け
る
「
君
」
は
、

そ
の
感
興
を
共
有
す
る
共
同
体
の
成
員
す
べ
て

に
対
す
る
呼
び
か
け
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た

呼
び
か
け
る
主
体
も
現
実
の
場
に
お
け
る
個
別

的
主
体
と
し
て
の
作
者
岑
参
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
岑
参
そ
の
人
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
抽

象
的
な
話
者
（
語
り
手
の
こ
と
。
ま
た
語
り
手

と
は
、
作
者
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
ろ
う
と
す

る
性
質
を
備
え
る
話
者
を
示
す
こ
と
と
す
る
）

で
あ
る
と
考
え
る
。

末
尾
の
「
君
」
は
、
冒
頭
の
「
君
不
見
（
不

聞
）」
の
発
話
者
を
語
り
手
か
ら
岑
参
へ
と
転

換
す
る
。
共
同
体
の
成
員
共
通
の
空
間
に
お
け

る
黒
子
と
し
て
存
在
し
て
い
た
語
り
手
は
、
詩

の
末
尾
に
お
い
て
、「
君
不
見
（
不
聞
）」
と
同

様
の
呼
称
「
君
」
で
見
送
る
相
手
を
呼
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
作
品
の
冒
頭
に
遡
っ
て
現
実
に
お
け

る
自
身
個
人
の
姿
を
重
ね
て
写
し
込
む
。

「
君
不
見
（
不
聞
）」
に
、
個
と
し
て
の
作
者

岑
参
を
時
間
差
で
登
場
さ
せ
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
者
に
共
通
す
る
空
間
と
、
現
実
に
お
い
て

岑
参
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
場
と
の
交
わ
り
を

仄
め
か
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
異
な
る
空
間

の
接
続
と
一
体
化
が
、
作
者
に
導
か
れ
手
配
さ

れ
た
、
作
者
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も

示
さ
れ
る
。

◆
王
其
涵
　
中
国
語
に
お
け
る
疑
問
詞
の
非

疑
問
用
法
に
つ
い
て
　
本
稿
で
は
、
研
究
対
象

で
あ
る
疑
問
詞
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
疑
問

詞
の
分
類
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
検
討
し
た
後

で
、
統
一
的
な
呼
び
名
を
決
め
、
疑
問
詞
の
定

義
を
提
出
し
た
。
形
式
意
味
論
の
観
点
に
よ
る

と
、
疑
問
詞
を
自
由
変
項
と
し
て
扱
い
、
そ
の

振
る
舞
い
が
何
を
表
す
か
は
そ
れ
を
束
縛
す
る

演
算
子
に
依
存
す
る
。
ま
た
、
話
者
は
何
ら
か

の
理
由
で
具
体
的
な
物
事
が
言
え
な
い
場
合
が

存
在
す
る
。
語
用
論
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ

れ
は
疑
問
詞
の
代
名
詞
用
法
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
中
国
語
に
お
け
る
疑
問
詞
の
非
疑
問
用
法

を
全
称
読
み
、
存
在
読
み
と
代
名
詞
読
み
の
三

つ
に
分
け
た
。

ま
ず
、
全
称
読
み
に
つ
い
て
、
単
文
と
無
条
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件
複
文
の
ツ
リ
ー
モ
デ
ル
を
提
案
し
、
そ
の
適

用
性
を
証
明
し
た
。
次
に
、
存
在
読
み
に
つ
い

て
、
三
つ
の
文
型
ご
と
に
、
対
応
す
る
ツ
リ
ー

モ
デ
ル
或
い
は
論
理
式
を
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
限
条
件
を
論
じ
、
そ
の
う
ち
、
否
定
の
程

度
を
緩
和
す
る
と
い
う
特
殊
用
法
も
考
察
し

た
。
そ
し
て
、
特
殊
文
型
に
つ
い
て
、
中
国
語

の
ロ
バ
文
と
反
語
文
を
討
議
し
た
。
最
後
に
、

代
名
詞
読
み
が
現
れ
る
こ
と
が
で
き
る
二
種
類

の
場
合
を
ま
と
め
た
。

◆
何
慧
琳
　〝
怎
么
…
…
呢
〞
及
び
〝
哪
儿

…
…
呢
〞
か
ら
み
る
反
語
文
の
談
話
機
能
　 

本
研
究
で
は
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
疑
問
詞

疑
問
文
形
式
の
反
語
文
の
一
部
で
あ
る
〝
怎

么
〞、〝
哪
儿
〞
類
反
語
文
を
研
究
対
象
と
す
る
。

最
初
に
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
反
語
文
を
形

式
と
含
意
が
対
立
し
、
問
い
か
け
で
は
な
い
疑

似
疑
問
文
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
疑

問
詞
反
語
文
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
議
論
し
て

み
た
。
次
に
、
疑
問
項
が
成
立
す
る
語
用
論
的

に
妥
当
な
文
脈
体
系
を
批
判
し
、
修
正
案
を
提

案
し
た
。
修
正
案
で
は
、
反
語
文
の
成
立
条
件

と
し
て
、
疑
問
項
の
疑
問
対
象
の
集
合
Ｙ
を
設

定
し
た
上
で
、
話
し
手
が
Ｙ
の
全
て
の
成
員
を

調
べ
た
結
果
、
Ｙ
に
お
い
て
真
で
あ
る
命
題
が

あ
る
か
ど
う
か
、
あ
れ
ば
ど
れ
が
真
で
あ
る
か

が
わ
か
っ
た
と
述
べ
た
。
真
で
あ
る
命
題
が
な

い
場
合
、
反
語
文
は
表
の
形
式
と
異
な
る
含
意

を
表
し
、
真
で
あ
る
命
題
が
あ
る
場
合
、
反
語

文
は
そ
の
命
題
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
含
意

を
表
す
。
最
後
に
、
反
語
文
の
談
話
機
能
と
し

て
、
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
表
す
こ
と
に
よ
り
、
結

果
的
に
会
話
を
円
滑
に
す
す
め
る
こ
と
と
、
イ

ン
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
表
す
こ
と
に
よ
り
、
結
果

的
に
会
話
を
不
快
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る

と
主
張
し
た
。

◆
馬
翊
璇
　
厳
歌
苓
小
説
に
お
け
る
研
究
―

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
物
語
論
の
視
点
よ
り
―
　
本
論

で
は
、
厳
歌
苓
小
説
を
対
象
に
、
物
語
構
造
に

お
け
る
語
り
の
権
威
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
、
お

よ
び
女
性
身
分
と
女
性
意
識
が
ど
の
よ
う
に
物

語
に
機
能
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
本
研
究
で
は
、
厳
歌
苓
の
小
説
に
つ
い
て
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
視
点
か
ら
の
そ
れ
の
作
品
に
つ

い
て
の
研
究
結
果
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
物
語
論

の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
で
研
究
さ

れ
た
問
題
の
上
に
厳
歌
苓
小
説
の
特
徴
を
調
査

し
、
中
国
文
学
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
物
語

論
の
研
究
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
そ
の
価
値
を
証

明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
研
究
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
基

本
的
に
は
ロ
ビ
ン
・
Ｒ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
提
供

す
る
理
論
を
用
い
て
研
究
を
行
う
。
つ
ま
り
、

本
研
究
の
目
的
は
物
語
論
の
方
法
に
よ
り
物

語
言
説
層
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
特
徴
を
抽
出
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
差
異

と
特
徴
を
歴
史
的
、
文
化
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

な
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
連
結
し
て
分
析
を
行

い
、
厳
歌
苓
小
説
に
お
け
る
女
性
言
説
の
特
徴

と
男
性
修
辞
と
の
繋
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

◆
林
家
妤
　
非
母
語
訳
者
の
特
徴
に
つ
い
て

―
―
　
林
文
月
と
蕭
蕭
が
翻
訳
し
た
「
た
け
く

ら
べ
」
を
中
心
に
―
―
　
一
九
八
九
年
、
梁
啓

超
を
主
幹
と
し
た
『
清
議
報
』
が
創
刊
さ
れ
て

以
来
、
日
本
の
書
籍
を
中
国
語
に
翻
訳
す
る
こ

と
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
一
般
的
に
、
母

語
か
ら
非
母
語
へ
と
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い
た
め
、
日
本
人
の
蕭
蕭
と
上
海
共
同
租
界
に

生
ま
れ
た
林
文
月
と
は
特
別
な
存
在
で
あ
る
。

二
人
は
日
本
語
を
第
一
言
語
と
し
な
が
ら
も
、

日
本
文
学
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
共
に
樋
口
一



四
三

交
　
　
流

葉
の
作
品
『
た
け
く
ら
べ
』
を
選
ん
だ
が
、
中

国
語
母
語
話
者
か
ら
見
る
と
不
自
然
な
表
現
が

あ
る
。

ま
ず
は
、
非
中
国
語
母
語
話
者
の
定
義
と
訳

者
の
背
景
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
二
人
の
訳

本
に
基
づ
い
て
、
非
中
国
語
母
語
話
者
で
あ
る

訳
者
の
翻
訳
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
訳
本
の
助

詞
、
単
語
、
主
語
と
文
章
の
流
れ
や
区
切
り
な

ど
の
不
自
然
な
表
現
を
分
析
し
、
訳
者
の
生
い

立
ち
の
背
景
と
翻
訳
の
特
徴
の
関
連
性
と
を
究

明
す
る
。
結
論
で
は
、
代
名
詞
と
主
語
の
順
序

は
、
地
域
や
時
代
に
関
係
な
く
、
不
自
然
な
文

法
で
あ
る
た
め
、
翻
訳
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
徴
は
異
な
る
が
、
両

者
の
訳
文
の
区
切
り
に
も
不
自
然
な
表
現
が
あ

る
。
こ
れ
も
、
翻
訳
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
。


